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JENESYS2025 メコン 5か国オンライン同窓会フォローアップ事業の記録 

 

１． プログラム概要 

【目的・概要】 

過去に JENESYS 事業に参加したメコン 5 か国（カンボジア・タイ・ベトナム・ミャンマー・ラオス）

の参加者を対象に、8月 22日（金）にオンライン同窓会を開催しました。新潟大学工学部がメコン地域

の協定大学と実施している留学交流プログラム（G-DORM）の取り組みについて学ぶなど、自国と日本

の連携に関する知識をアップデートすることを通じて、日本への関心・理解をさらに深めるとともに、メ

コン 5 か国における同窓生ネットワークの強化と同窓生活動の活性化を図ることを主目的として実施し

ました。 

 

【参加者】JENESYS ASEAN カンボジア・タイ・ベトナム・ミャンマー・ラオスの同窓生（2024年度ま

での参加者、高校生～社会人）合計 37名 

（内訳）カンボジア 12名、タイ 2名、ベトナム 3名、ミャンマー 13名、ラオス 7名 

 

【訪問地】新潟県 37名 

 

【日程】 

◼ オンライン同窓会：2025年 8月 22日（金曜日） 

1. 開会 

2. 【挨拶】外務省アジア大洋州局 南部アジア部 南東アジア第一課 森下 萌実 外務事務官  

3. 【参加者間交流】国別グループ交流会 

テーマ： 

「身の回りの日本についてシェアしてみよう！～日常の中で日本とのつながりを感じるとき～」 

4. 【参加者間交流】メインルームにて国別グループ交流会で話し合った内容の発表 

5. 【メコン諸国に展開する日本組織の活動紹介】 

講義：「新潟大学の紹介」 

講師：新潟大学工学部 馬場 暁 副学部長、教授 

講義：「産学連携によるグローバル・プロジェクト型学習を通じたグローバル・コンピテンシーの 

育成：新潟大学における実践事例」 

講師： 新潟大学工学部 上田 和孝 准教授 

6. 質疑応答 

7. 記念撮影 

8. 【参加者間交流】メッセージボード作成 

テーマ：「あなたにとって JENESYSとは？」 

9. 閉会 
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２．記録写真 

  

【挨拶】外務省アジア大洋州局 南部アジア部  

南東アジア第一課 森下 萌実 外務事務官 
【参加者間交流】国別グループ交流会 

  

【参加者間交流】メインルームにて国別グループ 

交流会で話し合った内容の発表 

【メコン諸国に展開する日本組織の活動紹介】 

「新潟大学の紹介」 

 

 

【メコン諸国に展開する日本組織の活動紹介】 

「産学連携によるグローバル・プロジェクト型学

習を通じたグローバル・コンピテンシーの育成：

新潟大学における実践事例」 

【質疑応答】 

  

【記念撮影】 【参加者間交流】メッセージボード作成 
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３．参加者から寄せられた質問・関心事項（抜粋） 

 工学部の研究の強みと G-DORMプログラム（注）は、持続可能性や技術革新といった将来の国際的な

課題に対応できる人材を育成するために、どのように相乗的に機能していますか。 

 G-DORMプログラムは、メコン地域の大学との協働を通じて、グローバルな視野を持つ人材を育成

しているとのことですが、これまでの最も顕著な成果や成功事例にはどのようなものがありますか。 

また、学生のグローバルな能力への影響をどのように測定していますか。このプログラムは、メコ

ン地域の低・中所得国にある大学にどのように貢献できるのでしょうか。 

 G-DORMプログラムに異なる国や文化の学生が参加する際、どのような課題が見られますか。また、

それらの課題をどのように乗り越えていますか。 

（注）G-DORM（Global Dormitory）プログラム（新潟大学）: 新潟大学とメコン地域 4 大学の学生が国籍・分野・学

年を越えてチームを組み、新潟またはメコン地域でインターンシップを中心に活動する交流プロジェクト。地域課題

の解決を通じて、理工系のグローバルリーダーを育成することを目的としている 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ タイ 社会人 

講師の方々がゆっくり、そしてはっきりと話して下さったので通訳を通さず日本語でしっかり理解

することができました。また、私自身、日本語教師をしている者として、講師の方々の教育の取り組

みは、私の教え子たちにとっても有益なものでした。今日得た情報を彼らに共有したいと思います。 

◆ ミャンマー 大学生 

ミャンマーのマグウェ地域にある大学と新潟大学の G-DORM教育プログラムに関して、多くの知識

を得ることができました。このプログラムは持続可能な開発に非常に有益なシステムであるため、

将来的にはさらに長期的かつ安定的に発展していくことを期待しています。このように素晴らしい

教育プログラムについて共有してくださった新潟大学の関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。 

◆ ラオス 社会人 

新潟大学の紹介、活動内容、そして G-DORMプログラムについてご説明いただき、馬場先生と上田

先生に心より感謝申し上げます。特に、G-DORMの課題と成果に関する私の質問に丁寧にご回答い

ただき、大変参考になりました。このプログラムが学生や地域連携をどのように支えているのか、よ

り深く理解することができました。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 講師 

本学としても、外国人留学生の正規入学や交換留学の数を増加させることが求められており、その

背景がある中で、今回のように本学の紹介をする機会をいただき、多くの方に知ってもらえたこと

をありがたく感じています。 
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６．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

 2025年 8月 25日（Facebook） 

ミャンマー 大学生 

この素晴らしいプログラムの同窓生の一員である

ことはとても光栄です。JENESYSは、私に素晴ら

しい経験と、日本とメコン諸国とのつながりにつ

いて深い理解を与えてくれました。 

 2025年 8月 22日（Instagram） 

ミャンマー 高校生 

JENESYS 2025 

メコン 5か国オンライン同窓会 

ありがとうございました。 

 2025 年 8 月 26 日（G-Dorm Project, Niigata 

University 新潟大学工学部の Facebook） 

「JENESYS2025 メコン 5 か国オンライン同窓会

にて、G-DORMの取り組みを紹介しました！」 

 

７．グループワークでの参加者の発表（抜粋） 

テーマ：「身の回りの日本についてシェアしてみよう！～日常の中で日本とのつながりを感じるとき～」 

カンボジア 

 

JENESYS プログラムは、SNS を通して国際的につながり、現在も多くのことを学び続け、参加者全

員に長期にわたる良い影響を与えてくれています。 
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その中で、訪日した際にお世話になったホストファミリーの方々とは今も SNSでつながっており、日

本滞在中に受けた温かいおもてなしが忘れられません。そういったつながりが、日本を思い出させて

くれます。 

また、日本政府及び民間組織からの様々な支援によってカンボジア国民の日常的な交通手段の利便性

や労働倫理など生活様式が改善されているのを日々感じます。日本の支援に感謝の気持ちを伝えたい

です。 

ラオス 

 

日本とのつながりを感じるものに、アニメや漫画、日本食があります。 

ある参加者は、災害をテーマにした日本との交流プログラムに参加した際に、日本の防災対策がとて

もしっかりしていると共有してくれました。 

ラオスには沢山の日本食レストランがあります。和食はラオスの食事とは異なり、独特でとても興味

深いです。また日本文化の一つとして、時間に厳しいということを学びました。 

ミャンマー 

 

ミャンマーの人々は日本のアニメや漫画（例：『鬼滅の刃』）、J-POP 音楽、ドラマが大好きです。 

若者たちは友達との日常会話で日本語の挨拶（例：ありがとう、こんにちは）をよく使います。 

多くの日本のブランド品（ソニー、トヨタ、パナソニック、ユニクロなど）は、ミャンマーの日常生活

の一部になっています。 

大都会のヤンゴンには日本語学校や日本食レストランが沢山あります。地方の都市にも幾つかの日本

語学校や日本食レストランが存在しています。寿司が大人気です。 

ミャンマーの露店で麵を食べる時は、日本で食べたラーメンが恋しくなります。JENESYS で一緒にな

ったメンバーとはよくあちこち遊びに行っています。 

ミャンマーで登山する時に、日本の高尾山に登って大自然の中でキャンプした経験を思い出します。 
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タイ 

 

日本とのつながりとして、JENESYS 招へいプログラム参加時の思い出を共有しました。 

◆ 日本語教師をしている参加者 

2016年の JENESYSプログラムに参加したほか、タイで日本語教師になるためにシンギプログラムで

一年間日本に留学経験があります。JENESYSプログラムでは、奈良県のホストファミリーとの出会い

がハイライトであり、一緒に朝のラジオ体操に参加したのも思い出です。 

以前は教科書だけで勉強していましたが、言語を学ぶにはその国の文化も教えるべきであると考え、

タイでは学生を対象に生け花を体験してもらいました。 

◆ 学生の参加者 

2024年 1月の JENESYSプログラムに参加しました。滞在中は栃木県でホームステイをし、ホストフ

ァミリーと生活しました。 帰国後も日本に関するたくさんの情報をシェアできました。 

ベトナム 

 

 マスメディアを通じて、日本についてよく耳にする情報や話題の多くは、人々の強靭さと自然災害へ

の対応です。ベトナムでは、日本製品は科学技術の水準が高くとても身近です。バイクのホンダ、ヤ

マハから、パナソニックや東芝の製品まで、日常生活で広く使用されています。 

 日本の大衆文化（アニメ、マンガ、ジブリ作品、J-POPなど）については、多くのベトナムの若者に

とって、子ども時代や青春の一部となっています。『NARUTO』、『ドラえもん』、『ONE PIECE』、『名

探偵コナン』、そして最近では『鬼滅の刃』はとても有名で日本人の人間的価値観や愛情教育を反映

した作品だと感じています。 
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 現在、ベトナムの一部の大学や高校では、日本語を第二外国語として教えており、日本についてより

深く学ぶ機会を提供しています。JENESYSや文部科学省の国費外国人留学生制度などの国際交流や

留学プログラムもあり、ベトナムや東南アジアの学生が日本で勉強する機会が増えています。ベトナ

ムの同窓会もこれらのプログラムのメッセージを広める役割を果たしています。 

 両国の経済協力は綿密に連携しています。2023 年に包括的戦略的パートナーシップを構築し、ベト

ナムと日本の関係において新たな局面を開き、多くの分野での協力を促進しています。 

 

８．参加者間交流で作成したメッセージボードに寄せられたメッセージ（抜粋） 

テーマ：「あなたにとって JENESYS とは？」 

 

 JENESYS は私と友人たちにとって素晴らしい経験で、私たち、ASEAN、東ティモール、日本を一

つにしてくれました。いつも心の中にあります。 

 JENESYSは、学びの場や人とのつながり、そして友情の輪を広げるうえで、とても大きな意味を持

っています。JENESYSは世界へ目を向けるきっかけを与えてくれると同時に、自分がどのように社

会に貢献できるのかを考える機会を与えてくれるものだと思います。 

 JENESYSは、私にとってつながりとインスピレーションを意味します。新しい視点を学び、国境を

越えた友情を築き、グローバル及び地域の問題に対する意識を深める機会を与えてくれました。 

 JENESYSは、さまざまな文化や人々との交流を通じて、かけがえのない経験を与えてくれます。私

を世界と積極的に関わることを楽しめる人間へと成長させてくれます。 

 JENESYSとは、異なる国の人々とつながり、アイデアを共有することを意味します。私たちの創造

性や、さまざまなトピックや大学に関する知識を高めてくれます。さらに、異なるテーマについて

自分の考えや意見を率直に述べることを可能にしてくれます。 

 JENESYSは、科学と文化の交流の両方に貢献し、カンボジアと日本のつながりを強化するための忘

れられない思い出を与えてくれました。若者への支援に感謝しています。 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


